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　　発　行　所

大根占町役場
他席大根占1番

　編車兼発行人

遊　喜　半　次　郎

所刷印

毘児島市易居田∫2番flO

南日本新聞社印刷局

　電話2200番

「町民の声」

　をつのる

町政への批判、意見、

希望など、卒直な町民

の声をお寄せ下さい。

住助氏名を明記し、毎
月25日まで「広報係」
へ送つて下さい。

1　“
在
京
大
根
占
会
”

生

る

前
団
郁
、
刷
会
長
に
池
田
郁
哉
、
坂
口

盛
恒
、
村
山
、
二
雄
、
湯
出
光
弘
、
倉
野

栄
の
諸
氏
が
就
任
、
郷
ナ
発
展
の
た
め

協
力
ポ
る
こ
と
を
申
し
合
せ
た
。

　
連
絡
嚇
％
所
は
晶
川
区
北
品
川
ニ
ノ

1
±

九
五
前
旧
郁
方
で
す
。

話

し
合
い
の
襲
ひ
ら
く

お

迎

え

の

心

得

四
月
l
o
け
か
ら
一
三
日
ま
で
，
大
［
※
小
さ
い
子
ど
も
を
0
と
り
歩
き
さ
せ

員

籠
黙
竃
翼
鱗
舗
蹴
燐
幽
議
竃
議
糠
鷲
‥
緯
礁
嶽
瞬
墨

徴建

税設

対事

策業

で

論
議
あ
く

「

◎
没
場
機
構
を
改
鮎
甲
す
る
考
え
は
な
い

　

か
町
長
且
役
場
機
構
に
従
来
の
線
に
沿
っ

て
ゆ
こ
う
と
考
え
る
。
或
程
度
改
革
ダ

ベ
き
点
も
あ
る
か
と
思
う
。

描
備
を
始
め
た
い
。

◎
1
1
1
輪
巾
を
入
れ
て
道
路
の
浦
修
が
行
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

わ
れ

て
い
る

の
に
、
相
当
道
路
が
荒
れ

て
い
る
よ
う
だ
’
今
後
の
刈
鍛
は
、

一

　
当
日
は
、
部
落
長
、
婦
人
会
、
冑
年
団
て
、
助
ぼ
者
ら
世
語
や
、
そ
れ
に
嬰
ヶ

の
役
員
な
ど
＝
二
〇
名
が
出
精
、
県
迎
る
費
用
〆
負
姐
な
ど
も
行
う
U
と
に
な

挙
管
理
委
は
会
の
漆
閲
主
但
か
ら
選
挙
つ
て
お
り
、
話
し
合
い
を
や
る
以
合
は

．

に
つ
い
て
の
g
ぶ
籍
会
馨
奉
樫
、
町
雰
民
兜
没
篇
吉

哲
聾
合
い
の
議
に
つ
い
て
裟
鳴
迫
肇
‘
ほ
し
い
と
い
つ
て
s
s

惑
を
受
け
、
映
画
の
上
映
な
ど
あ
つ
て

た
り
、
鉄
道
線
路
の
そ
ば
で
遊
ぱ
せ

た
り
、
迷
い
子
に
し
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
よ
う
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

が
な
く
県
内
の
日
程
を
お
え
ら
れ
る
よ
’
※
「
人
は
右
、
車
は
左
」
の
交
通
規
則

第

一

　
新
年
度
川
当
初
戸
算
等
を
審
漉
ゾ
る

第
一
回
足
例
町
議
会
は
、
二
月
＝
　
日

招
集
さ
れ
、
本
会
議
四
日
、
各
常
停
委

ば
会
各
一
H
の
審
議
を
了
え
、
i
1
i
：
：
1
l

回
定
例
議
会
ひ

建
設
資
金
八
乃
五
十
円
）
の
貸
付
に
っ

い
て
－
－
原
案
可
決
。

譲
案
第
四
号
　
町
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
日
原
案
可
決
。

～
り
　
く

算
（
第
市
回
）
1
1
原
案
可
決

一一

◎
お
も
な
も
の
は
川
ノ
ロ
海
岸
堤
の
損
慮
中
で
あ
る
。

L
壊
箇
別
の
応
急
修
抑
費
市
市
万
バ
千
円
一
◎
町
税
の
滞
納
も
相
当
額
に
上
り
こ
の

1で
他
は
年
度
末
の
整
国
更
n
で
現
レ
研
徴
収
に
は
あ
s
ゆ
る
努
力
を
し
な
け
れ 柔

巴
－
－
蕗
線
つ
つ
で
も
完
全
な
繋
第
八
号
晶
只
馨
文
給
条
例
の
一
和
や
か
墓
気
詔
霰
会
し
ま
し
た

　池
田
支
所
は
今
の
と
こ
ろ
廃
止
す
る
「
も
の
に
し
て
ゆ
v
と
い
う
考
万
方
で
や
．
一
部
改
正

考
え
は
な
い
、
農
協
r
委
託
す
る
か
考
一
つ
て
お
り
、
担
当
工
夫
を
置
く
こ
と
は

八
T
S
△
（
し
”
．
し
た
．
以
・
是
釜
栗
材
引
取
税
の
蟹
茨
の
よ
う
に
一
に
比
・
三
余
円
の
酔
な
り
・
昭
和
ば
な
ら
ぬ
が
・
税
韓
姦
化
す
る
聾
4
い
る
・

つ
て
零
議
の
経
過
乞
お
知
ら
せ
し
ま
す
引
き
あ
げ
る
。
（
）
は
旧
税
阜
。
　
∫
一
二
年
度
最
終
ト
算
総
額
O
ゐ
ご
九
一
え
は
な
い
か
。

※

＝

百
本
会
議
　
　
二
、
杉
親
三
＝
円
三
玉
巴
　
万
八
三
市
六
円
と
な
つ
た
。
本
件
の
審
饗
邊
税
に
つ
い
て
は
現
棄
篇

　
今
議
会
の
会
期
日
桿
を
決
定
し
て
直
二
、
松
材
二
五
円
（
二
〇
円
）
　
　
一
議
F
お
い
て
は
’
山
ノ
ロ
海
岸
堤
の
こ
人
会
な
と
に
お
願
い
し
て
お
り
、
税
務

に
議
事
に
入
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
そ
の
他
の
甲
材
二
六
円
（
一
五
円
）
と
二
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
の
角
良
か
ら
活
却
の
強
化
は
池
川
支
叶
の
関
連
も
あ
り

議
案
第
一
号
池
用
、
宿
利
原
小
学
校
・
い
ず
れ
も
素
材
一
石
F
つ
き
。
　
　
一
溌
な
諭
議
が
行
わ
れ
た
が
結
局
原
案
を

糠
賭
舖
閑
の
締
結
に
っ
藷
謬
楴
き
轟
竃
梧
鷲
鷺
懸
鷲
鐘
礪
羅
紗
藻
鯉

巽纏
剛
麟
額
竃
㍉
別
し
駆
誘
契
約
詩
舗
任
誘
に
J
p
r
c
r
散
、
づ
螢
饗
竃
な
が
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

R
共
l
六
坪
郭
矯
二
つ
づ
つ
を
竹
る
。
　
議
築
第
　
九
り
　
立
本
の
特
売
処
分
に
　
午
加
ー
時
間
会
、
総
体
質
閥
の
予
定
芭
ま
れ
な
か
つ
た
が
・
今
後
は
つ
と
め

禦霊
建
躍
ぎ
鷺
鷲
簿
ぐ
藩
用
と
L
竃
剛
鷺
。
で
出
席
で
き
汀
晶
籠
鑓
、
貯
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　一

て
桜
原
部
落
へ
槽
＝
石
、
時
価
の
二
割
一
※
「
七
日
本
会
議
　
　
　
　
　
　
て
具
体
案
は
な
い
か
・

ー
原
案
可
決
。

◎
池
川
小
学
校
敷
旭
と
し
て
川
林
三
畝
一
引
で
特
売
、
迫
路
安
障
木
憎
二
万
石
亘
　
町
提
の
卯
政
ん
創
に
対
す
る
総
体
償
君
育
ピ
‖
案
と
し
乙
け
、
池
出
、
宿
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

＝
ハ
蓼
万
円
講
人
．
　
［
艦
霧
棄
嶽
t
t
K
〈
g
　
z
へ
特
，
九
闇
が
行
わ
れ
、
露
娼
、
徴
税
裂
爆
の
馨
か
莞
ら
れ
て
s
る
が
、

議
案
第
三
口
σ
　
町
費

　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
国
砂
防
会
館
議
案
第
九
り
　
三
二
年
股
追
加
史
正
子
に
活
暁
な
倫
涜
が
行
わ
れ
た
。
　
　
　
い
ろ
／
＼
の
力
情
が
ら
三
四
年
度
か
ら

　
総
獺
一
市
一
札
六
σ
円
の
本
自
度
当
．
初

．

ー
け
川
W
三
月
　
八
P
の
嘆
‥
で
譲
決
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

　
　

”
　
　
　
　
ら
せ
し
モ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
目
新
し

考
え

て
い
な
い
。
本
年
か
ら
失
対
唱
業

を
と

り
入
れ
る
の
て
、
ト
ラ
ッ
ク
で
砂

利
散
布
等
を
や
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

「◎
打
茶
栽
培
を
と
り
あ
げ
て
お
ら
れ
る

1一

が
見
通
し

は
ど
う
か
。

1

経
折
課
長
月
栢
茶
は
県
で
も
本
腰
を
入

れ
て
奨
励
し
て
お
り
、
神
川
、
鳥
浜
か

い
ま

の
と

こ
ろ
増
只
は
栢
え
て
い
な
い
一
ら
由
の
海
岸
線
に
二
五
～
三
〇
町
歩
を

計
画
し
て
お
り
、
∫
場
も
明
年
度
設
置

し
た
い
e

※
二
八

日
士
萎
議

　
委
口

会
附
記
の
議
案
を
各
常
任
委
員

長
の
報
告
と
お
り
原
案
可
決
、
散
会
。

◎
お
も
な
改
正
点
　
町
内
の
宿
泊
料
二

OO
円
を
三
〇
〇
円
と

し
、
日
当
1
1
0

N
l
一
」
○
円
を
J
，
　
0
～
　
I
O
五
円
と
し

た
。　議
案
第
一
〇
号
1
1
職
員
定
数
条
例
の
1

一設
正
。

◎
役
場
の
使
～
を
定
数
に
入
れ
た
。

一
議
案
第
二

号
‖
電
信
電
話
公
社
憤
の

引
受
け
に
つ
い
て
；

一

◎
役
場
の
構
内
電
話
設
置
に
と

も
な
い

池
・
、
公
7
1
随
＝
一
万
円
を
引
受
け
る
。

講
牢
第
二
一
号
‖
土
木
災
害
復
旧
事
業

斑
仙
の
借
人
れ
の
件
，

◎
堂
之
元
侮
岸
堤
災
胃
夜
旧
工
事
費
と

推
進
協
議
会
て
ぱ
、
新
ヰ
度
か
ら
積

一
議
案
第
六
号
1
ー
オ
罰
現
金
の
予
託
先
指
一
し
て
白
力
円
借
入
れ
。

定
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
議
案
第
一
二
号
‖
じ
ん
あ
い
回
政
干
数

議
案
第
七
号
‖
財
政
資
合
の
短
期
借
入
料
徴
収
条
例
の
制
定
。

一

れ
の
件
　
　
　
　
頁
り
ご
み
の
腰
藁
の
た
め
委
補
謄
つ
き
神
川
援
と
契
約

1一
議
案
第
八
号
‖
報
酬
及
σ
賀
用
弁
償
条
乱
家
庭
か
’
り
月
二
〇
円
を
徴
収
す
る
。
一
〇
請
願
三
件
は
い
ず
れ
も
継
続
需
譲

例
の
一
部
改
正
　
　
　
　
　
　
　
一
議
案
第
一
四
号
1
1
ご
み
箱
設
紺
貸
付
　
　
と
な
る
。

金
に
つ
い
て
。

◎
ち
り
、
ご
み
の
回
牧
を
去
託
し
た
家

庭
で
ご
み
箱
の
代
合
を
即
金
で
臼
担
で

き
な
い
も
の
に
終
額
＝
一
万
ハ
ト
円
以

内
で
貸
付
け
を
行
う
。

議
案
第
一
五
号
1
1
立
木
の
処
分
の
件

◎
杉
一
九
六
七
石
、
槽
一
〇
ハ
九
石
、

　
松
一
〇
七
石
を
処
分
ず
る

議
案
一
」
ハ
p
t
”
U
1
1
1
1
二
年
匿
一
般
会
計
オ

入
オ
出
予
算

口
案
弟
一
七
号
1
ー
ゴ
一
＝
。
升
度
製
茶
事
業

特
別
会
訓
才
人
オ
出
予
算

謡
案
第
二
〇
号
1
1
予
算
外
義
務
負
担
の

契
約
に
つ
い
て

◎
災
官
営
騰
資
企
の
利
子
補
給
と
損
失

．

璽
三
i
蔓
≡
i
．
≡
m
t
－
■
d
l
l
一
L
－
－
I
t
“
i
1
三
i
璽
三
i
’
≡
i
璽
≡
i
璽
三
董
旦
三
i
・
l
t
l
l
e
－
I
i
l
e
i
璽
三
i
田
三
一
i
n
t
l
t
l
i
・
”
一
1
－
e
ニ
t
n
n
■
・
”
t
i
’
l
l
l
e
－
⊇
t
l
l
i
更
三
i
！
“
1
i
旦
・
三
r
．
一
三
i
－
t
S
l
i
i
・
三
’
i
・
I
H
t
　
－
－
1
t
t
l
l
t
・
一
三
i
曽
三
i
・
一
三
i
旦
三
i
・
三
一
s
－
－
l
l
s
T
i
■
一
三
i
ロ
一
t
t
t
t
e
e
l
三
M
－
－
［
I
l
l
i
－
1
I
H
I
”
M
i
三
i
m

総額5．176万円

予算の度年38
い
八
は
失
存
対
康

事
辛
を
と

り
人
れ

た
こ

と
と
、
鰭

性
を
設
け
て
巾
街

焔
の
ち
り
や
，
己
み

の
処
理
を
力
う
ご

き
と
し
た
こ
と
な

じ

6
あ
り
ま
戊
。

町
財
政
は
相
硬
ら

ず
仇
屈
で
こ
と
に

今
・
に
で
に
借
入
れ

し
町
債
の
七
．
的
に

W
弓
度
口
h
r
二

力
も
ン
日
し
な
け

審
議
の
際
も
借
納
税
合
の
徴
牧
に
つ
い

て
い
ろ
／
＼
論
議
さ
れ
」
し
た
。

才

＋　
　
　
ヴ出

れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と

に
な

つ
て
お
り
、

当
分
財
政
事
情
が
急
に
よ
く
な
る
こ
と

は
望
ま
れ

す
、
そ
れ
だ
け
后
塑
の
冨
岸
堤
の
災
お
‘
復
旧

　
†
川
の
お
も
な
も
の
に
つ
い
て
説
川

し
＋
i
t
：
．
。
　
（
t
n
g
は
昨
苧
度
P
ロ
と
の

比
ル
、
金
額
は
干
円
単
位
）

※
議
会
賀
　
一
五
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
（
：
ヒ
凸
増
）

”：

、

役
場
費
一
一
一
五
九
三

　
　
　
　
　
　
　
q
市
五
三
増
）

i、

消
防
費
一
六
五
三
　
へ
三
六
：
　
i
．
．

　
◎
k
隔
水
情
」
宿
費
　
白
一
一
一
〇

　
◎
水
椚
設
博
抽
助
　
　
八
り

楽
土
木
費
　
七
二
六
五

　
　
　
　
　
　
　
c
”
　
八
増
）

り
道
路
維
持
修
情
　
＝
一
五
九

◎
橋
簗
絹
持
修
繕
　
ハ
八
ハ

　
塩
曝
川
、
京
之
元
川
本
橋
架
設

　
中
原
悟
、
厚
ケ
順
橋
の
補
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
三
〇
〇

　
　
堂
之

兀
、
川
之
［
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正
解
者
に
は
抽
せ
ん

r
ゼ

名
ゼ
記
念
晶
を
さ
し
あ
げ
ま

す
。　
応
募
者
は
官
製
ハ
ガ
キ
に

住
川
、
氏
名
を
山
入
し
’
四

月

二
五
H
ま
で
F
力
士
大
根

占
後
援
会
事
務
川

（町
役
場

　
正
し
く
は
幕
下
の
（
或
い
は
三
段
目
）

※

パ
内
）
方
O
O
枚
目
と
記
人
す
る
こ

と
、
ま
た
は
単
に
○
○
枚
上
る
と
記
入

し
て
も
よ
い
e

　
正
解
者
の
な
い
場
合
は
故
も
近
い
も

の
か
ら

五
名
と
し
ま
す
。
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な
お
、
芽
出
肥
を
や
つ
て
い
な
い
人
◎
戸
籍
改
製
に
と
も
の
う
手
続
き

は
す
ぐ
や
っ
て
ド
さ
い
。

今
年
の
操
業
予
定

　　　四
月

翫ゴ
日
毛

　
　
　

六
月
一
一
日
か
ら

　　　七
月

ユ罷詣
。
で

　
　
　
　
　

八
月
　
、
日
ま
て

　
　
　

九
月

＝
日
か
ら

　
　
　
　
　

九
月
一
五
H
ま
こ

　
改
製
の
対
象
に
な
る

戸
籍
が
改
製
期

閲
中
、
他
の
市
区
町
村
へ
厭
籍
や
分
籍

鍍
れ
部
氣
轡
縛
麟
錨

霧
卯
駕
鐘
雛
闘
舗

現
什
の
本
籍
焔
に
届
出
や
新
本
籍
を
定

め
る
よ
う

御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
和
ま
き
は
四
月
五
H
ま
で
F
終
つ
て

い
る
こ
と
。

イ
、
第
一
回
の
追
肥
ゐ
と
き
一
メ
ー
ト

　
ル
間
に
D
O
N
八
〇
木
程
度
に
間
引

　
き
、
発
芽
が
揃
つ
て
い
な
い
と
こ
ろ

　
は
補
植
し
よ
く
お
さ
え
て
お
く
。

ロ
、
介
穿
後
三
調
目
さ
ろ
、
や
や
深
目

　
に
カ

ル
チ
か
く
わ
で
第
一
回
の
中
耕

　
を
行
い
、
六
週
目
に
第
I
I
回
の
中
耕

　
を
行
う
、
麦
の
間
作
の
場
合
は
予
め

　
条
間
を
中
耕
し
て
お
き
、
麦
を
収
か

　
v
し
て
か
ら
す
ぐ
刈
株
を
反
転
中
耕

　
し
、
そ
の
後
さ
ら
ゼ
中
耕
を
行
う
。
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麦
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加
害
が
発
牛
す
る
か
ら
防
除
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適
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　　
今

日
加
入
明
日
は

　
　
　
　
　
　
　
役

立

つ

家

畜

共

済

に

霧
顯
鰭
離
馨
震
竃
鉾
噸
議
眠
纏
竃

い
る
牛
馬
は
農
業
災
害
補
償
法
に
基
き
で
も
あ
り
、
本
町
の
県
指
示
引
受
頭
数

一
鴨
洩
れ
な
く

家
畜
共
済
（
保
険
）
に
　
一
三
〇
〇
頭
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在

加
入
ぜ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
つ
て
加
入
洩
れ
の
牛
馬
の
川
入
に
務
め
て
お

’
入
㊧
艦
入
S
，
G
　
k
i
入
励
場
型
肱
入
別
劉
一
㎜
入
励
翫

牛
の
璽
r
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t
九
o
E
r
l
八
八
五
巴
、
1
1
1
1
，
g
E
＝
、
五
ハ
吾

◎
謄
抄
本
を
講
求
す
る
と

き

l　他
町
引
か
ら
、
或
い
は
他
町
村
へ
戸

溺
謄
裟
を
粟
さ
れ
る
方
竺
枚

に
つ
き
四
拾
円
で
す
。
な
お
、
料
金
不

一足で
講
求
が
あ
つ
た
場
合
、
皆
さ
ん
の
一

l一御
希
望
ど

お
り
送
付
后
に
送
金
す
る
よ

う
催
促
し
て
い
ま
し
た
が
、
送
金
の
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
事
務
処
理
上
不
都

合
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ

の
都
度
不
足
分
を
※
必
宙
さ
れ
て
か

ら

交
付
し
て
い
ま
す
。
一
部
の
方
に
は

御
迷
惑
な
こ
と
と
考
へ
ま
す
が
職
務
の

公
正
を
期
す
る
上
か
ら

や
む
を
得
ま
せ

ん
の
で
s
了
承
ド
ざ
い
。
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馬
の
掛
金
　
一
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水
侃
よ
り
流
八
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ひ
鐸
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華
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か
け
乾
燥
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防
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。
　
　
　
　
　
　
　
で
庸
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行
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こ

の
∫
學
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力
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計
画
で
県
営
工

三
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些
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八
八
O
E
］
　
，
1
、
六
四
〇
円
三
、
四
〇
・
円

り
ま
す
。
豊
災
法
は
皆
様
に
全
頭
義
務

加
入
を
課
し
ま
す
が
、
加
入
さ
れ
ま
す

と

共
済
限
度
内
は
何
回
で
も
治
療
は
無

料
で
、
し
か
も
事
故
の
場
合
は
二
ヶ
月

以
内
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に

な
つ
て
い
ま
す
か
ら
川
人
さ
れ
ま
す
様

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

掛
金
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
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植
前
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催
芽
移
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篇
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ぐ
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ま
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年
度
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現
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喰
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築
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一
二
〇
力
の
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串
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し
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ら
参
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し
C
施
用
し
て
下
さ
　
魂
ま
き
の
適
期
に
な
る
か
ら
時
期
を

い
・
田
檀
四
雫
旬
・
　
下
ら
せ
ぬ
こ
と
．
肥
料
は
m
o
e
e
に
重
．
農
は
工
量
三
〇
〇
β
で
水
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
を
お
き
、
燐
酸
、
加
里
を
十
分
や
る
の
三
面
張
、
ト
ノ
ネ
ル
の
巻
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工
事
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早
期
陸
稻
一
　
　
　
　
　
　
　
一
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
行
う
予
定
で
あ
る
。

tile
●
一
M
一
■
－
一
一
t
M
－
I
L
一
l
l
■
■
t
吉

ア
タ
　
マ

の

体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
u
t
m
－
t
m
e
●
e
l
v
l
●
●
l
“
一
一
■
●
1

ヒ

ン

ト
　
①
四
月
1
九
H
に
御
れ
智
　
一
し
ま
し
た
。
な
お
、
役
場
職
員
と
そ
の

②
野
に
山
に
今
が
よ
い
時
期
で
す
。
　
　
家
族
は
1
5
募
て
き
ま
せ
ん
。

　
わ
か
つ
た
人
は
1
I
O
日
ま
で
に
葉
害
　
三
月
号
の
当
選
者

で
町
役
場
広
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係
へ
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。
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